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東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
機
関
に
は
、

大
き
く
分
け
て
三
種
類
あ
る
。
第
一
に
、
オ
ラ
ン

ダ
を
は
じ
め
と
す
る
旧
植
民
地
宗
主
国
に
よ
っ
て

開
始
さ
れ
た
植
民
地
研
究
を
担
っ
て
き
た
機
関
で

あ
る
。
第
二
に
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
て

は
じ
ま
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
に
お
け
る
研

究・教
育
を
行
っ
て
き
た
機
関
で
、ア
メ
リ
カ
を
中

心
に
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、日
本
に
広
が
っ
て
い
る
。

そ
し
て
第
三
に
、
東
南
ア
ジ
ア
現
地
に
お
け
る
研

究
・
教
育
機
関
で
あ
る
。
本
稿
で
は
第
一
と
第
二

に
属
す
る
歴
史
的
に
研
究
蓄
積
の
あ
る
海
外
の
機

関
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
地
域
別
に
紹
介
し
た
い
。
な
お
、

本
稿
で
は
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
略
し
て
Ｉ
Ｒ
と
す
る
。

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
東
南
ア

ジ
ア
研
究
情
報

　

少
し
古
い
情
報
に
な
る
が
、
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ

（
欧
州
東
南
ア
ジ
ア
学
会
）
が
一
九
九
八
年
に
出

版
し
た
会
員
約
一
二
二
〇
名
の
人
名
録
、Euro-

pean D
irectory of South-east A

sian Studies

を

元
に
行
わ
れ
た
、奥
平
の
調
査
（
参
考
文
献
参
照
）

に
よ
る
と
、
四
割
が
オ
ラ
ン
ダ
に
居
住
し
て
お
り
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
在
住
が
続
く
。

研
究
対
象
と
し
て
は
、
六
割
強
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
対
象
と
し
、
そ
の
う
ち
の
五
割
強
が
オ
ラ
ン
ダ

に
在
住
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究

で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
植
民
地
研
究
に
由
来

す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
が
高
い
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
豊
富
な
研
究
蓄
積
は
、

図
書
館
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｒ
や
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
通
じ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
四
機
関
を
紹
介
す
る
。
各
Ｉ
Ｒ

の
登
録
件
数
は
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｒ
（
二
〇
〇
九
年
一
月

一
一
日
ア
ク
セ
ス
）
を
参
照
し
た
。

①D
A
R
E
N
et

［http://w
w
w
.narcis.

info/index

、
二
〇
〇
三
年
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
］。
オ
ラ
ン
ダ
国
内
に
あ
る
す
べ
て
の
大
学

と
現
在
の
管
理
機
関
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
王
立
芸
術

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｋ
Ｎ
Ａ
Ｗ
）、
オ
ラ
ン
ダ
科

学
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｏ
Ｗ
）
な
ど
研
究
機
関
の
リ
ポ

ジ
ト
リ
を
ハ
ー
ベ
ス
ト
し
て
公
開
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
一
三
万
五
〇
〇
〇
件
近
い
文
献
が
フ
ル
テ
キ

ス
ト
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
検
索
機
能
は
シ
ン
プ

ル
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
Ｉ
Ｒ
を
横
断
検
索
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

②
ラ
イ
デ
ン
大
学
［http://openaccess.

leidenuniv.n

、D
space

、
二
〇
〇
四
年
四
月

よ
り
運
用
開
始
］。
オ
ラ
ン
ダ
で
最
も
古
く
か
ら

あ
る
大
学
で
あ
る
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
Ｉ
Ｒ
に
は
、

現
在
約
一
万
四
〇
〇
〇
件
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、

学
位
論
文
の
フ
ル
テ
キ
ス
ト
や
、
構
成
員
に
よ
る

学
術
論
文
・
報
告
書
を
中
心
に
、
学
内
機
関
の

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
な
ど
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
東

南
ア
ジ
ア
研
究
に
関
係
が
深
い
国
際
ア
ジ
ア
研
究

所（
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
や
、
国
際
イ

ス
ラ
ー
ム
学
研
究
所（
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
）出
版
の
季
刊
雑

誌ISIM
 Review 

や
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
も

こ
の
Ｉ
Ｒ
で
フ
ル
テ
キ
ス
ト
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

③
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
お
よ
び
大
学
内
機
関

　

・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
［http://dare.

uva.nl/

、A
R
N
O

］。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学

の
Ｉ
Ｒ
は
、
登
録
件
数
が
一
〇
万
件
以
上
と
オ
ラ

ン
ダ
国
内
の
他
大
学
を
圧
倒
的
に
凌
駕
し
て
お
り
、

東
南
ア
ジ
ア
研
究
情
報
の
蓄
積
率
も
高
い
。
同
Ｉ

Ｒ
に
は
、
学
位
論
文
の
フ
ル
テ
キ
ス
ト
、
構
成
員

に
よ
る
論
文
、
図
書
、
図
書
の
章
別
論
文
、
就
任

公
開
講
義
の
原
稿
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
出
版
会
［http://

w
w
w
.aup.nl/do.php?a=

show
_visitor_re

pository

、A
R
N
O

］。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学

の
Ｉ
Ｒ
を
訪
れ
た
後
に
確
認
す
る
と
よ
い
の
は
、

北
村
由
美

東
南
ア
ジ
ア
─
オ
ラ
ン
ダ・オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
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同
大
学
出
版
会
の
Ｉ
Ｒ
で
あ
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
大
学
出
版
会
Ｉ
Ｒ
は
、
基
本
的
に
同
出
版
会
出

版
物
の
書
誌
情
報
が
中
心
だ
が
、タ
イ
ト
ル
に
よ
っ

て
は
、
全
ペ
ー
ジ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
る
。

　

・
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
［U

R
L

：http://library.
im
iscoe.org/

］。
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
あ
る
国
際
移
動
、
統
合
、
社
会
結
合
に

関
す
る
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
大
学
内
に
事
務
局
が
置
か
れ
て
い
る
。
国
際

移
動
は
、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
に
お
け
る
大
き
な

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
テ
ー
マ

の
情
報
を
検
索
す
る
際
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｅ

の
Ｉ
Ｒ
を
活
用
し
て
み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ

の
Ｉ
Ｒ
で
は
、
加
盟
二
三
機
関
の
逐
次
刊
行
物
、

図
書
や
報
告
書
が
中
心
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　

④�

オ
ラ
ン
ダ
王
立
言
語
地
理
民
族
学
研
究
所

（
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
）［U

R
L

：http://w
w
w
.kitlv.

nl/

］。
一
八
五
一
年
に
設
置
さ
れ
た
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
に
お
け
る
情
報
の
蓄
積

と
発
信
に
力
を
い
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
に
て
一
八
五
三

年
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
Ｂ
Ｋ
Ｉ
、
お
よ
び

一
九
一
九
年
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｇ
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
図
書
館
作
成
の
現
代

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
に
関
す
る
抄
録
付
き
雑
誌
目

次
索
引
、Excerpta Indonesica

に
関
し
て

は
、
図
書
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
よ
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
東
南
ア

ジ
ア
研
究
情
報

　

前
述
の
と
お
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
米
国
と
と

も
に
、
戦
後
の
冷
戦
下
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
研

究
を
開
拓
し
て
き
た
。
両
国
と
も
自
国
内
の
大
学

を
中
心
と
し
た
共
同
収
集
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上

げ
、
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
資
料
収
集
を
精
力
的
に

行
っ
て
お
り
、
研
究
蓄
積
も
豊
か
で
あ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ｉ
Ｒ
を
検
索
す
る
際
は
、

東
南
ア
ジ
ア
研
究
が
有
名
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国

立

大

学
［http://dspace.anu.edu.au/

、

Dem
etrius

］、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学

［http://espace.library.uq.edu.au/

、

Eprints

］、
モ
ナ
シ
ュ
大
学
［http://arrow

.
m
onash.edu.au/vital/access/m

anager/
Index

、A
RRO

W

］
な
ど
を
個
別
に
検
索
す
る

と
同
時
に
、
以
下
に
あ
げ
る
統
合
Ｉ
Ｒ
検
索
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①A
R
R
O
W
�D
iscovery�S

ervice

［U
R
L

：

http://search.arrow
.edu.au/

］。
Ａ
Ｒ
Ｒ

Ｏ
Ｗ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
教
育
科
学
訓
練
省
に

よ
っ
て
支
援
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
オ
ン
ラ

イ
ン・研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
略
称
で
あ
る
。オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
が
、
参
加
機
関
で
あ
る

二
八
大
学
の
Ｉ
Ｒ
の
ハ
ー
ベ
ス
ト
を
行
い
、
約

二
六
万
件
の
レ
コ
ー
ド
を
統
合
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
収
録
対
象
は
、
学
位
論
文
、
雑
誌
論
文
、

図
書
の
章
別
論
文
な
ど
に
加
え
楽
譜
、
映
像
、
画

像
の
書
誌
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
二
〇
〇
八
年
一
二
月
で
終
了
し
た
が
、
現
在

も
引
き
続
き
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
は
検
索
機
能
が
非
常
に
す
ぐ
れ
て

お
り
、
検
索
結
果
が
、
機
関
ご
と
、
年
代
ご
と
、

サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
、
著
者
別
に
提
示
さ
れ
る
た
め
、

絞
り
込
み
検
索
が
簡
単
で
あ
る
と
同
時
に
、
各
機

関
に
お
け
る
研
究
蓄
積
の
濃
淡
が
テ
ー
マ
別
・
地

域
別
に
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
た
だ
し
、
各
機
関
の

Ｉ
Ｒ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
レ
コ
ー
ド
が
す
べ
て

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
で
横

断
検
索
を
し
た
上
で
、
各
自
の
個
別
の
テ
ー
マ
や

国
・
地
域
に
強
い
大
学
の
Ｉ
Ｒ
を
さ
ら
に
検
索
す

る
方
法
を
と
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　

②A
ustralia�D

igital�Thesis�P
rogram

�

［http://adt.caul.edu.au/

、E
TD

-db

］。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
四
一
大
学
の
修
士
論
文
と
博

士
論
文
の
検
索
と
フ
ル
テ
キ
ス
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
可
能
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
に
も

登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
Ｉ
Ｒ
を
中
心
に
概
観
し
た
。
は
じ
め
に
あ

げ
た
、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
第
三
の
担
い
手
で
あ

る
、
現
地
に
お
け
る
教
育
・
研
究
機
関
に
よ
る
Ｉ

Ｒ
に
つ
い
て
は
、
他
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
き
た
む
ら　

ゆ
み
／
京
都
大
学
東
南
ア
ジ

ア
研
究
所
助
手
）

《
参
考
文
献
》

奥
平
龍
二
「
欧
州
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の

現
状
と
関
連
文
献
の
所
在―

ロ
ン
ド
ン
大
学

（
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
を
中
心
と
し
て
」（『Q

uadran-
te 

：
ク
ヴ
ァ
ド
ラ
ン
テ
：
四
分
儀
』
二
号
、

二
〇
〇
〇
年
）。


